
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 18 日  

園内研修 

『ともにあること』を支える保育実践のあり方 

本研修の目的 

 

日々、教育実践の背景にある自らの実践論理を言葉にしながら自身の教育観

を問い直している。そうした積み重ねの中で、「どうありたいか」が朧げに見え

始めてきた。子どもと子どもを取り巻く私たちが同じ一市民として、同じ地平

で心地よく生きていくことを対話と省察によって紡いでいきたい。「ともにあ

る」ことを願い、権利主体としての「子どもの声」を聴く実践への転換を図ろ

うとしている。 

 

本研修では、じっくりと自らの保育実践を見つめながら「ともにある」とい

う保育実践の意味について探究的対話をすすめていく。そのことによって、今

ここに身をおくわたしたちはどうあるのか、自身の実践の背景にある論理とそ

れによって表現された実践についてつかみとっていく。（参加者：10名） 

 

 

 

 本研修には、話題提供をした４歳児の短時間教諭２名が参加した。普段は担任のみが

参加することが多い園内研修に、短時間教諭が参加することによって、宮本先生のお話

から受けて感じ、考えた子どもの姿や育ちの方向性について学年全体で語り合うことが

できた。 

 

研修後も、遊びを形作ることと見守ることについて話題になった。ともに研修に参加

し、実践について語り合うことによって、それぞれの学びをその後の実践にもつなぎ、

考えていくことができた。 

研修設計を振り返って 

 研修   
            
                

              

                  

                

      

                    

       

                        

                        

                            

                  

                       

                                

研修設計 

「ともにあること」を支える保育実践を考えようとするとき、 

自らの実践を振り返り、言葉にして語り、書き記すときに、それ 

が自分にとって都合のよいものがたりになってはいないだろうか。 

言葉にしたことが実践として表現されていたのだろうか。 

 「ともにある」ことを願い実践を重ねているが、そのあり方に変わ

ることない正解の形があるわけではない。だから自らの実践を立ち

止まり見つめることで「ともにある」ということの意味と価値を生成

し続けようとしている。 

 福井大学准教授の宮本雄太氏をお迎えし、「ともにあること」の実

践について迫っていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者のふりかえり（抜粋） 

語り合いを振り返ると、どのグループでも今の関係性において

他者が自分をどのようにケアしているか他者の存在によって自分

が支えられていたり思考のプロセスに変容があったりしているこ

とを自覚化していったように思います。 

保育実践は正解もなく、固定化されたものではない。だから面白

いと感じる反面と、教育という営みだからこそこれでいいのかと

常に不安や不全感を抱きます。その不安も含め声として「発す

る」こと、そしてその声をそのままに「きく」ことで意味を作り

出そうとしていること、そのケアが同僚との「ともにある」を支 

えているのだと感じました。 

私は同僚とのそう言った関係性を子どもたちの関係性においても

感じ合いたいと 

思っているだと思います。だから「聞いてほしい」と自分の思い

「ともにある」というあり方に日々向き合い考えてはいるけれど、それが保

育実践の中で実質化されているのだろか、身体化されているのだろうかと悩み

ながら過ごしていました。本研修修で、改めて自分自身が、自分たちがどうあ

りたいのかを考える機会をいただきました。 

宮本先生が仰っていたように、「ともにある」を単なる音声言語だけではな

く、互いの関係性の中で感情、行動、思考を含む相互作用と捉えながら、彼ら

と実践を創っていきたいと考えています。不確実であることを楽しみながら実

践をしていきたいと感じました。 

宮本先生より話題提供 


